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予算特別委員会記録（第２号） 

 

 

平成３０年６月２０日 水曜日 午前１０時００分開議 

五 十 嵐  智  洋  委員長   浅  野  敏  明  副委員長 

 

出 席 委 員 （１５名） 

 

  １番  宇 津 木  正  紀  委員    ２番  浅  野  敏  明  委員 

  ３番  金  子  豊  美  委員    ４番  内  谷  邦  彦  委員 

  ５番  平     進  介  委員    ６番  鈴  木  富 美 子  委員 

  ７番  渡  部  秀  樹  委員    ８番  今  泉  春  江  委員 

  ９番  梅  津  善  之  委員   １０番  赤  間    広  委員 

 １１番  小  関  秀  一  委員   １２番  五 十 嵐  智  洋  委員 

 １３番  蒲  生  光  男  委員   １４番  安  部     隆  委員 

 １５番  町  田  義  昭  委員 

 

欠 席 委 員 （０名） 

 

説 明 の た め 出 席 し た 者 
 

 内 谷 重 治  市 長       遠 藤 健 司  副 市 長 

 泡 渕 栄 人  地方創生戦略監併教育戦略監       齋 藤 環 樹  総 務 参 事 

 佐 野 安 広  厚 生 参 事       伊 藤 亮 一  会計管理者兼税務課長兼会計課長 

 竹 田 利 弘  地方創生参事兼総合政策課長       小 関 浩 幸  総 務 課 長 

 鈴 木 嗣 郎  財 政 課 長       渡 部 和 裕  公共施設整備課長 

 新 野 弘 明  地域づくり推進課長       金 子   剛  市 民 課 長 

 手 塚 慶 一  健 康 課 長       髙 橋 正 典  福祉あんしん課長 

 梅 津 義 徳  子育て推進課長       平 田   裕  教 育 長 

 谷 澤 秀 一  産 業 参 事       青 木 邦 博  建 設 参 事 

 桐 生 芳 弘  農林課長併農業委員会事務局長       赤 間 茂 樹  商 工 観 光 課 長 

 横 山 照 康  産業活力推進課長       多 田 茂 之  建 設 課 長 

 蒲 生 浩 美  上 下 水 道 課 長       川 村 直 人  教 育 参 事 

 近 藤 智 規  教育総務課長兼学校給食共同調理場長       竹 田   洋  学 校 教 育 課 長 

 佐々木 勝 彦  文化生涯学習課長       沼 澤 孝 典  生涯スポーツ課長 

          選挙管理委員会事務局長 
 鈴 木 良 弘  併監査委員事務局長       五十嵐 和 彦  消 防 主 幹 
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事 務 局 職 員 出 席 者 

 

 松 木   満  議 会 事 務 局 長       山 口 和 則  補 佐 

 若 月 由 紀  補佐（議事調査担当）       飯 澤 光 梨  主 任 

 安 達 洋 司  技 士 長 

 

本日の会議に付した事件 

 

議案第５７号 平成３０年度長井市一般会計補正予算第１号 

議案第５８号 平成３０年度長井市介護保険特別会計補正予算第１号 
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   開     議 

 

 

○五十嵐智洋委員長 おはようございます。 

 これから予算特別委員会を開きます。 

 本日の会議に欠席の通告委員はございません。

よって、ただいまの出席委員は定足数に達して

おります。 

 それでは、去る４日の本会議において予算特

別委員会に付託になりました補正予算案２件に

ついて審査を行います。 

 なお、審査日程につきましては、既に配付さ

れております会議日程表のとおりでありますの

で、ご協力をお願いいたします。 

 それでは、これから各会計補正予算案の概要

の説明を求めます。 

 

 

 議案第５７号 平成３０年度長井市 

 一般会計補正予算第１号 

 

 

○五十嵐智洋委員長 まず、議案第57号 平成30

年度長井市一般会計補正予算第１号の１件につ

いて。 

 鈴木嗣郎財政課長。 

○鈴木嗣郎財政課長 おはようございます。 

 それでは、議案第57号 平成30年度長井市一

般会計補正予算第１号の概要についてご説明申

し上げます。 

 第１条、歳入歳出予算の補正につきましては、

予算の総額に歳入歳出それぞれ２億3,612万

7,000円を追加し、予算の総額を歳入歳出それ

ぞれ148億812万7,000円とするものでございま

す。款項ごとの金額につきましては、２ページ

から４ページにかけてお示ししております第１

表のとおりでございます。 

 第２条、債務負担行為の補正につきましては、

４ページの第２表のとおり追加し、第３条、地

方債の補正につきましては、５ページの第３表

のとおり追加、変更するものでございます。 

 続いて、事項別明細書によりご説明いたしま

す。８ページをお開き願います。 

 歳入でございます。13款２項国庫補助金につ

きましては、２目、４目のほか、５目で、学校

施設環境改善交付金が小学校、中学校合わせて

3,237万4,000円の減額など、合計で3,026万

7,000円の減額でございます。 

 14款２項県補助金は、１目のほか、４目で、

園芸大国やまがた産地育成支援事業費補助金な

ど、合計で991万4,000円の増額、下のページ、

17款２項基金繰入金では、２目公共施設整備基

金繰入金を1,640万円減額し、５目地域福祉基

金繰入金を1,605万8,000円増額いたしまして、

合計は差し引き34万2,000円の減額でございま

す。 

 18款１項では、前年度繰越金１億3,563万

1,000円を計上し、19款４項雑入では、コミュ

ニティ助成事業助成金1,330万円、斎場運営費

負担金1,821万6,000円など、合計で3,369万

1,000円の増額でございます。 

 10ページをお開き願います。20款１項市債で

は、３目で公園整備事業債2,790万円を増額、

４目は330万円の減額、５目では小学校施設整

備事業債2,450万円を減額し、中学校施設整備

事業債1,170万円と社会教育施設整備事業債

4,250万円を増額、７目として保健衛生債3,320

万円を追加いたしまして、合計で8,750万円の

増額でございます。 

 次に、下のページから歳出でございます。ま

ず、２款１項総務管理費では、６目でオリンピ

ック・パラリンピックホストタウン誘致準備事

業の1,404万円や、12ページに入りますが、コ

ミュニティ助成事業に1,130万円、10目の水源


